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国
勢
調
査
に
よ
り
人
口

が
二
万
人
を
割
っ
た
場
合
の
財

政
状
況
は
ど
う
な
る
。町税

、
交
付

税
は
、
右
肩
下
が
り
と
な
り
厳

企
画
財
政
課

問

し
く
な
る
と
考
え
る
。
ど
こ
の

市
町
村
も
同
じ
状
況
。

「
よ
み
が
え
り
予
算
」

は
事
業
を
先
に
延
ば
す
口
実
で

は
。「
使
い
残
し
予
算
」
は
職
員

の
意
欲
の
低
下
に
な
ら
な
い
か
。

「
よ
み
が
え

り
予
算
」
は
、
今
後
要
求
が
あ

る
だ
ろ
う
。「
使
い
残
し
予
算
」

は
節
約
し
た
結
果
で
あ
り
、
プ

ラ
ス
に
作
用
し
た
。

企
画
財
政
課

問

事
務
的
経
費
に
比
べ
て

町
の
活
力
源
と
な
る
政
策
的
予

算
が
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
身

の
丈
に
あ
っ
た
行
政
執
行
か
。

交
付
税
、
補
助
金
が

減
っ
て
い
る
中
で
予
算
を
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
債
を

発
行
す
れ
ば
投
資
的
予
算
を
増

町
長

問

や
せ
る
が
、
後
々
の
負
担
と
な

る
た
め
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

大
き
な
工
事
は
大
手
企

業
が
取
り
、
地
元
企
業
は
下
請

け
を
し
て
い
る
。
地
元
企
業
を

優
先
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

建
築
関
係

は
、
ほ
と
ん
ど
が
地
元
企
業
で

あ
る
。
事
業
に
よ
っ
て
は
条
件

的
に
難
し
い
点
が
あ
る
が
、
地

元
企
業
が
多
く
参
加
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

課
を
統
廃
合
し
た
が
、

主
幹
を
置
い
た
こ
と
で
管
理
職

は
減
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

事
務
事
業
に
弾
力
的

な
体
制
と
な
り
人
員
削
減
に
つ

な
が
っ
た
。
主
幹
は
必
要
性
が

助
役

問 地
域
整
備
課

問

総括
質疑

国勢調査による本町の人口動向が気に
なります（国勢調査票の審査の様子）

…よみがえり予算
事業内容の見直しや改善など、自

主的な努力で節減した財源を一定の
基準内で加算要求することができる
こととしたもの。

こ と ば

決
算
特
別
委
員
会
は
、
九
月
十
三
日
か
ら
十

五
日
ま
で
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
特
別
委
員
長
に
は
、
昆
暉
雄

副
議
長
を
選
出
。
三
日
間
に
わ
た
り
一
般
会
計

や
介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど
九
会
計
の
平
成
十

六
年
度
決
算
を
審
議
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

町
の
活
力
を
高
め
る

政
策
予
算
の
増
額
を

国
勢
調
査
の
人
口
減

に
よ
る
財
政
状
況
は

町
発
注
の
工
事
に

地
元
企
業
の
活
用
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あ
り
設
置
し
た
が
、
業
務
が
進

め
ば
廃
止
も
あ
る
。

主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
業
達
成
率
は
。第

七
次
発
展

計
画
で
の
達
成
率
は
、
集
落
排

水
事
業
は
八
〇
�
、
下
水
道
事

業
は
七
八
�
、
柳
沢
団
地
建
替

事
業
は
五
九
�
で
あ
る
。

企
画
財
政
課

問

所
得
向
上
の
支
援
策
、

第
一
次
産
業
の
活
性
化
策
は
。

町
民
と
話
し

合
い
、
投
資
的
・
恒
久
的
な
も

の
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。

団
塊
の
世
代
が
退
職

問 産
業
振
興
課

問

し
た
と
き
業
務
は
大
丈
夫
か
。

課
長
が
指
導
し
て

い
る
。
ま
た
、
研
修
の
機
会
を

で
き
る
限
り
与
え
て
い
る
。

総
務
課第

八
次
発
展
計
画
に
町

長
の
カ
ラ
ー
を
ど
う
示
す
か
。

厳
し
い
財
政
状
況
か

ら
投
資
的
事
業
で
は
示
せ
な
い
。

従
来
の
考
え
方
を
変
え
、
行
政

と
住
民
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
基
に
、
協
働
で
町
づ
く
り
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
が
行
う
こ
と
が
当
た
り

前
と
考
え
ら
れ
て
い
た
サ
ー
ビ

ス
も
住
民
に
お
願
い
し
、
事
業

町
長

問

も
絞
っ
て
い
く
。
あ
え
て
い
え

ば
そ
れ
が
カ
ラ
ー
で
あ
る
。

財
政
の
見
通
し
は
ど
う

か
。
合
併
し
な
く
て
も
大
丈
夫

や
っ
て
い
け
る
か
。

住
民
、
議
会
と
議
論

を
重
ね
単
独
の
道
を
選
ん
だ
。

行
財
政
改
革
を
進
め
、
合
併
し

な
く
て
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

職
員
を
二
十
人
減
ら
し
た
が
、

更
に
十
人
減
ら
す
考
え
も
あ
る
。

町
の
活
性
化
の
為
に
、

子
育
て
支
援
策
を
強
化
す
べ
き
。

出
生
数
の
低

下
の
原
因
は
、
女
性
の
社
会
進

出
、
晩
婚
化
、
子
供
を
産
み
育

て
る
意
欲
の
低
下
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
子
育
て
支
援
は
、
国

の
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
を
受
け
、

保
健
福
祉
課

問 町
長

問

３日間に及んだ決算特別委員会
活発な議論が交わされました

24億2,164万円
23億8,532万円

19億5,770万円
19億5,764万円

11億9,839万円
11億7,555万円

7,758万円
7,576万円

2 億4,879万円
2 億4,724万円

3 億3,513万円
3 億3,378万円

5万円
5万円

2 億9,124万円
2 億6,037万円

国民健康保険

老　人　保　健

介　護　保　険

簡易水道事業

漁業集落排水
処　理　事　業

公共下水道事業

土地取得事業

水　道　事　業

平成１６年度決算額

◆特別会計など
�決算額（上段＝歳入、下段＝歳出）

◆一般会計 歳入　81億2,793万円
歳出　79億7,807万円

土木費�
18.5％�

�

総務費�
11.5％�

民生費�
21.2％�

公債費�
17.2％�

その他�
12.9％�

　     国庫�
　 支出金�
10.1％�

町　債�
14.9％�

県支出金�
8.9％�

町　税�
13.5％�

地方交付税�
39.7％�

歳入�歳出�

農林�
   水産�
　     業費�
          9.7％�

教育費�
7.7％�

衛生費　6.2％�

消防費　5.1％�

商工費、災害復旧費、�
その他　2.9％�

■ 決算特別委員会

所
得
向
上
の
支
援
策
と

１
次
産
業
の
活
性
化
策

第
８
次
総
合
発
展
計
画

沼
崎
町
長
の
カ
ラ
ー
は

山
田
町
次
世
代
育
成
支
援
計
画

に
基
づ
い
た
事
業
を
進
め
る
。


